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ことしも　楽しい一年でありますように…

●　新年のご挨拶

●　広報かみのせきが
　　　　７００号を迎えました

●　町県民税の申告相談が
　　　　　　　　　始まります

●　消防出初式
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町
民
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
町
政
に
対
し
ま
し
て
、
多
大
な
る
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
は
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
繁
栄
を
、
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
も
ま
た
、
熊
本
地
震
を
は
じ
め
台
風
10
号
な
ど
、
自
然
が
各
地
で
猛
威
を
振
る
い
ま
し
た
。
幸
い
に
し
て
当
町
は
大

き
な
災
害
か
ら
免
れ
た
一
年
で
し
た
が
、
い
つ
ど
こ
で
、
ど
ん
な
災
害
が
発
生
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
こ
と
を
、
改
め
て

思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　

被
災
地
の
皆
様
の
、
一
日
も
早
い
復
興
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
町
と
し
て
も
決
し
て
油
断
す
る
こ
と
な
く
、

有
事
へ
の
備
え
に
万
全
を
期
し
て
参
る
所
存
で
す
。

　

さ
て
、
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
観
点
か
ら
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
県
や
関
係
者
の
協
力
を
得
て
、
小
さ
い
な
が
ら
に
も

地
域
活
性
化
に
向
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

　

６
月
に
実
施
し
ま
し
た
「
朝
鮮
通
信
使
到
来
ま
つ
り
」
は
、
朝
鮮
通
信
使
の
ユ
ネ
ス
コ
世
界
記
憶
遺
産
登
録
（
韓
国
と
共

同
で
申
請
中
）
を
目
指
す
も
の
で
、
地
域
の
価
値
の
再
認
識
を
通
じ
て
、
観
光
や
交
流
の
展
開
に
も
新
た
な
可
能
性
を
切
り

開
く
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
７
月
に
は
風
力
発
電
施
設
整
備
に
着
工
、
11
月
に
は
山
口
県
豊
魚
祭
・
さ
か
な
ま
つ
り
を
愛
・

ラ
ン
ド
フ
ェ
ア
と
共
催
で
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
町
財
政
や
基
幹
産
業
の
面
か
ら
、
地
域
の
経
済

力
を
強
化
し
よ
う
と
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、「
い
わ
い
」
新
造
船
の
着
工
、
町
内
事
業
所
と
の
「
地
域
見
守
り
・
支
え
あ
い
活
動
に
関
す
る
協
定
」
の
締
結
、

八
島
地
区
へ
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
着
任
な
ど
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
高
齢
者
支
援
等
の

対
策
を
講
じ
て
参
り
ま
し
た
。

今
こ
そ
地
域
の
〝
生
き
る
力
〟
を

今
こ
そ
地
域
の
〝
生
き
る
力
〟
を

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
町
制
施
行
六
十
周
年
を
迎
え
て
〜

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
町
制
施
行
六
十
周
年
を
迎
え
て
〜
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も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
施
策
が
十
分
と
は
決
し
て
思
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
人
口
減
少
、
高
齢
化
に
伴
う
税
収
減
や
支
出
増
、

地
域
経
済
の
衰
退
な
ど
、
地
域
を
取
り
巻
く
状
況
は
非
常
に
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
社
会
全
体
を
見
渡
し
ま
し

て
も
、
雇
用
の
不
安
定
や
所
得
格
差
の
拡
大
な
ど
、
社
会
不
安
が
高
ま
り
、
何
や
ら
内
向
き
で
排
他
的
な
機
運
が
国
内
外
に

も
拡
が
り
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
、
あ
る
種
危
機
的
な
社
会
情
勢
の
中
、
今
年
、
町
制
施
行
六
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

こ
の
節
目
の
年
に
、町
長
と
し
て
成
す
べ
き
こ
と
は
何
か
、あ
れ
こ
れ
と
考
え
を
巡
ら
せ
て
い
ま
す
。
た
だ
、確
実
に
分
か
っ

て
い
る
こ
と
は
、
地
域
と
い
う
も
の
は
、
言
わ
ば
ひ
と
つ
の
「
生
命
体
」
で
す
。
一
つ
ひ
と
つ
の
「
生
命
体
」
は
皆
、
そ
れ

ぞ
れ
の
条
件
の
も
と
に
生
き
て
い
ま
す
。
上
関
町
に
と
っ
て
は
、
や
は
り
海
と
い
う
資
源
と
、
海
を
舞
台
に
培
っ
て
き
た
生

産
技
術
の
蓄
積
や
交
流
こ
そ
が
、
生
命
最
大
の
源
泉
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

小
な
り
と
は
い
え
、
海
に
囲
ま
れ
た
こ
の
町
土
が
あ
れ
ば
、
経
済
環
境
が
ど
う
変
化
し
て
い
こ
う
と
も
、
生
き
て
い
く
こ

と
は
可
能
で
す
。
こ
の
、
地
域
の
「
生
き
る
力
」、「
生
き
抜
く
意
志
」
を
引
き
出
し
、
高
め
て
い
く
こ
と
が
、
私
に
課
せ
ら

れ
た
大
き
な
課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

朝
鮮
通
信
使
も
、
豊
魚
祭
も
、
あ
る
い
は
風
力
発
電
事
業
も
、
ま
さ
し
く
「
生
き
る
力
」
の
強
化
と
い
う
軸
を
持
っ
て
、

初
め
て
効
果
が
挙
が
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
高
齢
者
支
援
や
子
育
て
支
援
と
い
っ
た
施
策
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
要
素
を
抱

え
る
現
代
社
会
に
あ
っ
て
、
上
関
町
な
り
の
生
き
方
、
地
域
の
あ
り
方
を
示
し
て
い
く
も
の
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
こ
と
に
よ
っ
て
、
町
民
の
皆
様
が
こ
の
町
に
住
む
こ
と
で
、
安
心
と
生
き
が
い
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

そ
し
て
、
人
の
数
は
少
な
く
と
も
、
上
関
町
の
生
き
方
に
共
鳴
し
、
参
加
し
て
く
れ
る
人
が
、
世
代
や
地
域
を
問
わ
ず
、

一
人
で
も
二
人
で
も
増
え
る
こ
と
、
そ
れ
が
地
域
の
継
承
と
発
展
の
、
最
大
の
保
障
と
な
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
私
は
ふ
る
さ
と
上
関
の
生
命
が
輝
く
日
を
夢
見
て
、
粉
骨
砕
身
努
力
を
惜
し
ま
ぬ
覚
悟
で
お
り
ま

す
の
で
、
町
民
の
皆
様
に
は
何
卒
倍
旧
の
ご
支
援
ご
鞭
撻
を
賜
り
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
し
い
年
に
当
た
っ
て

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　

未
来
を
信
じ
て
―
―
。
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創刊号は手書きのガリ
版印刷。写真もなく、
Ｂ５版で４ページでし
た。

写真も増え、活字印刷
に。表紙のタイトルロ
ゴは当時の担当の手描
きでした。

表紙は写真がメインに。
記事も増え、ページも
６～８ページが主流で
した。

〜
町
民
と
行
政
を
つ
な
い
で
59
年
〜

『
広
報
か
み
の
せ
き
』
が

『
広
報
か
み
の
せ
き
』
が

 
７
０
０
号

７
０
０
号
を
迎
え
ま
し
た
！

を
迎
え
ま
し
た
！

　

昭
和
33
年
２
月
、
上
関
村
と
室
津
村
が
合
併
し
て

「
上
関
町
」
と
な
り
、記
念
す
べ
き
「
広
報
か
み
の
せ
き
」

の
第
１
号
が
創
刊
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
町
制
施
行
60
周
年
を
目
前
に
、
今
月
号

で
第
７
０
０
号
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

広
報
誌
は
、
行
政
の
動
き
や
町
の
出
来
事
を
お
知

ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
を
結

ぶ
架
け
橋
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
町
の
歴
史
と
と
も
に
、「
広
報
か
み
の
せ

き
」
の
あ
ゆ
み
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

創
刊
号
（
昭
和
33
年
2
月
）

第
１
０
０
号
（
昭
和
41
年
12
月
）

第
２
０
０
号
（
昭
和
50
年
3
月
）

◆
昭
和
33
年　

２
月
、
上
関
村
と
室
津
村
が
合
併
し
、「
上
関
町
」
が
誕
生
。

　
　
　
　
　
　
「
広
報
か
み
の
せ
き
」
第
１
号
が
創
刊
。

◆
昭
和
35
年　

４
月
、上
関
町
章
が
制
定
。町
営
渡
船（
室
津
〜
上
関
間
）運
航
開
始
。

　
　
　
　
　
　

10
月
、
合
併
後
初
の
国
勢
調
査
を
実
施
。
人
口
１
１
，
１
９
２
人
。

◆
昭
和
44
年　

６
月
、
上
関
大
橋
が
完
成
、
開
通
式
が
行
わ
れ
る
。

◆
昭
和
46
年　

４
月
、
上
関
中
学
校
統
合
開
始
（
上
関
・
室
津
・
四
代
・
白
井
田
・

　
　
　
　
　
　

八
島
）

◆
昭
和
49
年　

２
月
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
小
説
「
鳩
子
の
海
」
の
撮
影
開
始
。
12
月

　
　
　
　
　
　

よ
り
放
映
さ
れ
る
。

◆
昭
和
53
年　

２
月
、
町
木
（
柏
槇
）、
町
花
（
野
路
菊
）
を
制
定
。

　
　
　
　
　
　

７
月
、
異
常
渇
水
の
た
め
、
町
外
よ
り
大
量
の
水
を
購
入
。

◆
昭
和
57
年　

３
月
に
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
12
月
に
町
民
体
育
館
が
完
成
。

◆
昭
和
58
年　

12
月
、
上
関
町
基
本
構
想
策
定
。

◆
昭
和
60
年　

９
月
、
町
議
会
が
原
子
力
発
電
所
誘
致
を
決
議
、
10
月
、
中
国
電

　
　
　
　
　
　

力
に
誘
致
の
意
向
表
明
。

◆
昭
和
61
年　

３
月
、
八
島
小
学
校
が
廃
校
と
な
る
。

◆
昭
和
62
年　

４
月
、町
営
バ
ス（
上
関
〜
戸
津
〜
白
井
田
線
）の
運
行
開
始
。８
月
、

　
　
　
　
　
　

上
関
皇
座
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
「
第
７
回
全
日
本
学
童
軟
式
野
球

　
　
　
　
　
　

大
会
」
で
準
優
勝
。
11
月
、
町
民
憲
章
及
び
町
魚
（
鯛
）
を
制
定
。

室津の初午祭。賑わってます。

今はなき、八島小中学校校舎。

架橋前の上関海峡。

上関大橋の開通式。人で橋が落ちそう？
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この月に「室津皇座ス
ポーツ少年団」が結成。
４年後には全国大会で準
優勝に輝きました！

平成３年４月から２色
印刷に。「みんなのひろ
ば」では、若者や新婚
さんを紹介しました。

平成６年４月からサ
イズがＡ４版に。字
も大きくなり、読み
やすくなりました。

表紙は、山口国体でボ
クシング会場となるに
当たり、体験教室を開
催した時のもの。

第
３
０
０
号
（
昭
和
58
年
10
月
）

第
４
０
０
号
（
平
成
4
年
2
月
）

第
５
０
０
号
（
平
成
12
年
5
月
）

第
６
０
０
号
（
平
成
20
年
9
月
）

昭
和
64
年
１
月
、
昭
和
天
皇
が
崩
御
、
年
号
が
『
平
成
』
と
な
る
。

◆
平
成
元
年　

４
月
、「
消
費
税
」の
導
入
始
ま
る
。11
月
、「
第
一
回
愛
・
ラ
ン
ド
フ
ェ

　
　
　
　
　
　

ア
」
開
催
。

◆
平
成
２
年　

９
月
、
過
疎
地
域
活
性
化
計
画
が
議
会
で
承
認
。
10
月
、
住
民
票

　
　
　
　
　
　

の
電
算
化
が
ス
タ
ー
ト
。

◆
平
成
３
年　

４
月
、
特
産
物
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
。
７
月
、「
第
一
回
上
関
水

　
　
　
　
　
　

軍
ま
つ
り
」
開
催
。
９
月
、
台
風
19
号
で
町
内
に
大
き
な
被
害
。

◆
平
成
５
年　

１
月
、
上
盛
山
展
望
台
が
完
成
。

◆
平
成
８
年　

11
月
、
中
国
電
力
（
株
）
よ
り
町
へ
原
子
力
発
電
所
建
設
の
申
し

　
　
　
　
　
　

入
れ
。

◆
平
成
12
年　

３
月
、
旧
上
関
番
所
が
県
有
形
文
化
財
に
。

◆
平
成
14
年　

７
月
、
光
・
熊
毛
地
区
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
が
開
所
。
８
月
、
住

　
　
　
　
　
　

基
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
が
運
用
開
始
。

◆
平
成
17
年　

２
月
、
祝
島
神
舞
奉
賛
会
が
農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞
。
12
月
、
四

　
　
　
　
　
　

階
楼
が
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
。

◆
平
成
18
年　

４
月
、
上
関
統
合
小
学
校
が
開
校
（
上
関
小
・
室
津
小
が
廃
校
）。

◆
平
成
20
年　

４
月
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
が
開
局
、
加
入
受
付
開
始
。

◆
平
成
21
年　

１
月
に
川
口
健
治
先
生
が
ご
逝
去
、
３
月
に
追
悼
絵
画
展
を
開
催
。

◆
平
成
22
年　

３
月
、
熊
毛
南
高
校
上
関
分
校
が
廃
校
。

◆
平
成
23
年　

10
月
、
山
口
国
体
で
上
関
町
が
ボ
ク
シ
ン
グ
会
場
と
な
る
。
12
月
、

　
　
　
　
　
　

上
関
海
峡
温
泉
「
鳩
子
の
湯
」
が
オ
ー
プ
ン
。

◆
平
成
24
年　

12
月
、
戸
籍
事
務
の
電
算
化
ス
タ
ー
ト
。

◆
平
成
26
年　

９
月
、上
関
中
学
校
新
校
舎
が
竣
工
。
12
月
、道
の
駅
「
上
関
海
峡
」

　
　
　
　
　
　

が
オ
ー
プ
ン
。

◆
平
成
27
年  

４
月
、
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
が
竣
工
。
６
月
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

　
　
　
　
　
　

券
を
販
売
。

◆
平
成
28
年　

１
月
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
開
始
。
６
月
、
朝
鮮
通
信
使
到
来
ま

　
　
　
　
　
　

つ
り
を
開
催
。
８
月
、
八
島
へ
地
域
お
こ
し
協
力
隊
着
任
。

第１回目の愛・ランドフェア。

「鳩子の海」の撮影風景。
鳩子をひと目見ようと多
くの見物人が。

山口国体のボクシング競技。町全体が
盛り上がりました。

水
軍
ま
つ
り
。
御
座
船
に
よ
る

ク
ル
ー
ジ
ン
グ
も
人
気
で
し
た
。

統合し、新しい校舎となった上関小。
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昭和３３年 平成２９年 増　　減
人口 12,449 人 ※　2,946 人 9,503 人減
世帯数 2,762 世帯 ※　1,636 世帯 1,126 世帯減
当初予算 1億 2184 万 4千円 51億 9047 万 7千円 50億 6863 万 3千円増
高齢化率 10% 　※　54.62% 44.62%増
１５才以下人口 (率 ) 36% ※　6％ 30％減
年間出生数 262人 8人 254人減

各小中学校児童生徒数 　　　昭和３３年 　　　平成２９年 　　　　備　　考
上関小学校 528人 58人（平成 18年 4月に統合）
四代小学校 175人 　　　　　　　　　 － （廃　校）
白井田小学校 253人 　　　　　　　　　 － （廃　校）
室津小学校 481人 　　　　　　　　　 － （廃　校）
八島小学校 130人 　　　　　　　　　 － （廃　校）
祝島小学校 531人 　　　　　　　　　 － （休　校）
上関中学校 171人 39人 （昭和 46年 4月に統合）
四代中学校 55人 　　　　　　　　　 － （廃　校）
白井田中学校 97人 　　　　　　　　　 － （廃　校）
室津中学校 199人 　　　　　　　　　 － （廃　校）
八島中学校 34人 　　　　　　　　　 － （廃　校）
祝島中学校 184人 　　　　　　　　　 － （休　校）

町の今と昔、くらべてみました！

※は平成 29年 1月 1日現在、年間出生数はＨ 28年データ

◆
下
司　

恵
久
さ
ん
（
八
島
出
身
・
東
京
都
在
住
）

　
『
広
報
か
み
の
せ
き
』
創
刊
７
０
０
号
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
と
『
広
報
か
み
の
せ
き
』
と
の
お
付
き
合
い

は
、
亡
き
父
が
東
京
に
住
む
私
に
「
お
ま
え
は
長

男
な
ん
だ
か
ら
、
八
島
や
上
関
の
こ
と
を
忘
れ
て

は
困
る
。『
広
報
』
を
送
る
の
で
読
め
。」
と
定
期

的
に
送
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
始
ま
り

で
、
そ
の
後
、
私
自
身
が
定
期
購
読
し
て
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。

　

掲
載
さ
れ
た
記
事
や
行
事
の
写
真
等
で
町
の
現

状
や
皆
様
の
様
子
を
知
っ
た
り
、
特
に
八
島
の
人

の
写
真
を
見
て
懐
か
し
ん
だ
り
し
て
、
父
の
望
ん

だ
と
お
り
、
故
郷
と
の
「
架
け
橋
」
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

担
当
者
の
ご
尽
力
に
深
謝
す
る
と
と
も
に
、
今

後
も
上
関
町
の
魅
力
や
情
報
を
発
信
し
、
町
の
発

展
に
寄
与
さ
れ
る
よ
う
期
待
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

◆
北
木　

伶
奈
さ
ん
（
上
関
小
５
年
）

　
『
広
報
か
み
の
せ
き
』
は
、
お
も
し
ろ
い
の
で

毎
月
必
ず
見
て
い
ま
す
。
特
に
、私
は
裏
面
の
「
か

み
の
せ
き
ク
イ
ズ
」
が
大
好
き
で
す
。
い
つ
も
家

族
と
一
緒
に
、
問
題
の
答
え
を
考
え
た
り
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
続
け
て
欲
し
い
と
思

う
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

　

ま
た
、「
学
校
だ
よ
り
」
は
、
学
校
の
行
事
と

か
様
子
が
書
か
れ
て
い
て
、
友
達
の
写
真
が
出
て

い
た
り
す
る
の
で
、
見
る
の
が
と
て
も
楽
し
み
で

す
。
で
も
、
私
の
写
真
が
載
っ
て
い
る
と
き
は
少

し
恥
ず
か
し
い
で
す
。

◆
上
田　

満
貞
さ
ん

（
上
関
町
室
津
・
広
報
創
刊
号
と
同
じ
年
月
に
誕
生
）

　
『
広
報
か
み
の
せ
き
』
第
一
号
と
同
じ
年
月
に

生
ま
れ
て
、
今
年
で
59
歳
に
な
り
ま
す
。
仕
事
の

関
係
で
一
年
ほ
ど
町
を
離
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
が
、
広
報
誌
は
ほ
ぼ
毎
月
見
て
い
ま
す
。

　

独
身
時
代
か
ら
、
当
時
の
室
津
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
指
導
を
し
た
り
、
結
婚
後
も

室
津
校
区
の
子
ど
も
会
会
長
を
務
め
る
な
ど
、
子

供
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
の
機
会
が
多
か
っ
た
た

め
、
自
然
と
子
供
た
ち
に
関
す
る
記
事
に
目
が
行

き
ま
す
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
学
習
や

カ
ナ
ダ
へ
の
語
学
研
修
な
ど
、
紙
面
を
通
じ
て
頑

張
っ
て
い
る
子
供
た
ち
の
姿
を
見
る
の
も
楽
し
み

で
す
ね
。

◆
酒
井　

美
和
さ
ん

　
　
　
　
（
上
関
町
長
島
・
元
役
場
広
報
担
当
者
）

　

７
０
０
号
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

二
十
数
年
前
に
広
報
を
担
当
し
た
時
、
カ
メ
ラ

を
持
つ
の
も
初
め
て
、
し
か
も
デ
ジ
タ
ル
で
は
な

く
、
写
真
の
仕
上
が
り
は
早
く
て
も
二
日
後
。
そ

れ
が
ピ
ン
ボ
ケ
。
ど
う
し
よ
う
、
表
紙
の
写
真
が

な
い
…
な
ん
て
こ
と
は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
で
し
た
。

（
涙
・
涙
）

　

今
も
担
当
は
女
性
で
す
が
、
私
の
知
る
限
り
で

は
、
歴
代
女
性
一
人
が
担
当
し
て
き
た
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
当
時
、
県
内
で
も
女
性
の
担
当
者

は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
研
修
会
に
参
加
し
て
も
心
細

か
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
ま
た
、
担
当
に

な
っ
た
か
ら
に
は
、
引
っ
込
み
思
案
で
机
に
座
っ

て
い
て
は
、
原
稿
が
書
け
ま
せ
ん
。
必
然
的
に
多

く
の
住
民
の
方
々
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

取
れ
る
よ
う
に
な
り
、
今
で
も
そ
れ
は
、
私
の
中

の
『
宝
も
の
』
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

広
報
「
か
み
の
せ
き
」
に
ひ
と
こ
と

広
報
「
か
み
の
せ
き
」
に
ひ
と
こ
と

広
報
「
か
み
の
せ
き
」
に
ひ
と
こ
と
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３年間の任期満了に伴い、民生委員・児童委員が１２月１日から次の方に委嘱されました。

あなたの地域の民生委員・児童委員さんをご紹介しますあなたの地域の民生委員・児童委員さんをご紹介します

氏　　名 担　当　地　域 電　　話

藤井　興文 上関１～４区 ６２－０６６１

大谷眞智子 上関５～８区 ６２－０２２９

有津　利夫 上関９～１２区 ６２－０４３８

山村　惠子 上関１３～１６区 ６２－０５１７

中本紀美子 蒲井 ６５－０３３０

國廣　一男 四代１．２区 ６５－０６２５

山谷　良数 四代３～５区 ６５－０６８７

村田喜代子 白井田１～３区 ６５－０３８８

山本由美子 白井田４・５区 ６５－００４７

光壽　光夫 戸津・中の浦 ６２－０１３０

吉本まりこ 志田・尾熊毛 ６２－１２５７

藤本納美香
旭ケ丘・昭和町・
西町２

６２－１００１
（室津支所経由）

髙松　滿子 本町・新町・丸山・西町１ ６２－１１０２

山方由美子 瀬戸・中町・山家・白浦 ６２－１３９５

河内　　譲 白浜 ６２－１２０９

市川　秀子 大津・練尾 ６２－１３８５

髙海　詠美 八島 ６２－１８５８

木村　裕子 祝島１～６区 ６６－２３４３

岡部　和男 祝島７～１２区 ６６－２２０１

曽田健太郎 祝島 ６６－２１５６

恵比須茂樹 祝島１３～１８区 ６６－２４１７

氏　　名 担　当　地　域 電　　話

石原優貴子 全　域 ６２－０４４２

須磨　弘子 全　域 ６２－１０５０

■上関町民生委員・児童委員名簿（任期：H28.12.1 ～ H31.11.30）

■上関町主任児童委員名簿（任期：H28.12.1 ～ H31.11.30）

■民生委員は、厚生労働大臣から
委嘱され、それぞれの地域におい
て、常に住民の立場に立って相談
に応じ、必要な援助を行い、社会
福祉の推進に努める方々で、児童
委員を兼ねています。
　住み慣れた地域で、ずっと安心
して暮らしていけるように親身に
相談にのったり、心配ごとを解決
するために、いろいろな福祉サー
ビスを紹介したり、必要に応じて
役場などの関係機関との調整役に
努めます。

■児童委員は、地域の子ども達が
元気に安心して暮らせるように見
守り、子育ての不安や妊娠中の心
配ごとなどの相談・支援等を行い
ます。

■主任児童委員は、児童福祉に関
することを専門的に担当します。

▼１２月５日 (月 ) に委嘱式が行われました

＊＊＊プライバシーは厳守しますので、

　　　　お気軽にご相談ください。＊＊＊

■民生委員・児童委員についての問い合わせ先
　保健福祉課　社会福祉係　☎６２－０１８４
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月　日 曜 地　区 会　場 相談時間

２月１６日 木
大津 いこいの家大津千葉館 午前９時30分～午前10時30分まで

練尾 練 尾 公 民 館 午 後 １ 時 30 分 ～ 午 後 3 時 ま で

２月１７日 金
白浜 白 浜 集 会 所 午前９時 30 分～午後 10 時 30 分

志田 四 季 の 里 志 田 午 後 １ 時 30 分 ～ 午 後 ３ 時 ま で

２月２０日 月 蒲井 蒲井小規模老人憩の家 午 後 １ 時 30 分 ～ 午 後 ３ 時 ま で

２月２１日 火 白井田 白井田文化福祉センター 午 前 ９ 時 30 分 ～ 午 後 ３ 時 ま で

２月２３日 木 戸津 戸 津 つ ど い 館 午後１時 30分～午後３時 30分まで

２月２４日 金 四代 ひなの里よりあい館 午 前 ９ 時 30 分 ～ 午 後 ３ 時 ま で

２月２７日 月 上関 上関町福祉センター 午 前 ９ 時 30 分 ～ 午 後 ３ 時 ま で

２月２８日 火 室津 上関町総合文化センター 午 前 ９ 時 30 分 ～ 午 後 ３ 時 ま で

３月２日 木 中の浦 中の浦小規模老人憩の家 午 後 １ 時 30 分 ～ 午 後 ３ 時 ま で

３月３日 金 祝島 祝 島 公 民 館 午 前 ９ 時 30 分 ～ 午 後 ４ 時 ま で

３月６日 月 八島 八島ふれあいセンター 午　前　11　時　～　正　午　ま　で

町県民税の申告が始まります
申告期限は３月１５日（水）

≪町県民税の申告が必要な方≫

≪申告相談のときに必要な書類など≫

　平成２９年１月１日現在、上関町に住民票があり、平成２８年中に所得のあった方は、町県
民税の申告をしなければなりません。ただし、次の方は申告の必要はありません。
・ 前年中の所得が給与所得のみで、勤務先から町へ「給与支払報告書」が提出されている方
・ 確定申告書を提出されている方
「国民健康保険」、「介護保険」に加入されている方は、所得がなくても申告書を提出してください。

・マイナンバーカード又は通知カードと身元確認書類（保険証、免許証など）
・ お手元に配布された「町県民税申告書」と「印鑑」（認印で結構です）
・ 「確定申告のお知らせハガキ」が届いた方は、そのハガキ
・ 営業や事業所得の方は、収入金額および、必要経費の算出根拠となる帳簿や領収書
・ 出稼ぎなどで町外に出られている方は、勤務先の会社名など連絡先のわかるもの
・ 社会保険料、生命保険料、地震保険料、医療費などの領収書や支払証明書
　 （なお、医療費の領収書や支払証明書を病院別などに仕分けして、記帳しておいてください。）
・ 本人または、家族の「障害者控除」を受ける方は、障害者手帳または町が発行する障害者控除
　対象者認定証などの事実が確認できるもの
・ 住宅借入金等特別控除を受ける方は、住宅取得資金に係る借入金の年末残高等証明書、住民票
　の写しまた、家屋の新築や購入の場合は、登記簿謄本、売買契約書の写しまたは、請負契約
　書の写し

今年度より申告の際には、マイナンバーが必要となりますのでご注意ください。
※ 当日、会場で申告相談できない方は、総務課課税係へお越しください。
　　　　　　　　　　　　■問い合わせ先 ： 上関町役場　総務課課税係　☎６２－０３１３

町県民税の申告が始まります
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●●光税務署からのお知らせ光税務署からのお知らせ　～　～確定申告の事前準備はお早めに！確定申告の事前準備はお早めに！～～

《期　　　　間》　２月１６日（木）から３月１５日（水）　〔土・日を除く〕
　      　       　　相談　９：００～１７：００　（受付は１６時まで）
《場　　　　所》　光税務署　　（光市虹ヶ浜三丁目１０番１号）
《問い合わせ先》　光税務署　　☎０８３３－７１－０１６６

申　告
相　談

　確定申告期間中の申告会場は、大変混雑が予想されます。申告書は、ご自分で作成され、
ｅ－Ｔａｘまたは郵送等により提出されることをお勧めします。
　また、国税庁ホームページの「確定申告等作成コーナー」を利用し、書面で提出する場合には、
①税務署に出向く必要なし ②いつでも利用可能 ③自動で税額を計算 ④前年データが利用可能
といったメリットがあります。
　　国税庁ホームページ　　http://www.nta.go.jp/  

■申告書の作成は、便利で簡単な「確定申告書等作成コーナー」で！

　平成２８年分の確定申告書には、個人番号（12桁）の記載が必要です。
　また、提出の際には、本人確認（番号確認と身元確認）書類の提示または写しの添付が必要
です。マイナンバーカードをお持ちの方は、マイナンバーカードだけで本人確認が可能です。
　ご自宅等からe-Tax で送信すれば、本人確認書類の提示または写しの提出が不要です。

■社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）について

　平成 25年分から平成 49年分まで、復興特別所得税 (原則として各年分の所得税額の 2.1％ )
を所得税と併せて申告・納付することとされています。
　確定申告書の作成に当たっては、「復興特別所得税額」欄の記載漏れのないようにご注意くだ
さい。（還付申告の方を含め、申告される全ての方について、記載が必要となります。）

■復興特別所得税の記載漏れにご注意ください。

本人確認書類

番号確認書類 身元確認書類

◆マイナンバーカード（個人番号カード）をお持ちの方は

◆マイナンバーカードをお持ちでない方は

●マイナンバーカードだけで、本人確認（番号確認と身元確認）が可能です。

●ご自宅等からe-Tax で送信すれば、本人確認書類の提示又は写しの提出が不要です。

《ご本人のマイナンバーを確認できる書類》
●通知カード
●住民票の写し又は住民票記載事項証明書
（マイナンバーの記載があるものに限ります。）
　　　　　　　　　などのうちいずれか１つ

国税庁ホームページトップページ上段

　　　　　　　　　　　をクリック

http://www.nta.go.jp/mynumberinfo/index.htm

＋
《記載したマイナンバーの持ち主であるこ
とを確認できる書類》
●運転免許証　●公的医療保険の被保険者証
●パスポート　●身体障害者手帳
●在留カード　　　などのうちいずれか１つ
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地域の方が昼食を用意してくれました

教 育 委 員 会 ニ ュ ー ス教 育 委 員 会 ニ ュ ー ス

新刊図書のご案内（１月）新刊図書のご案内（１月）

図書館だより
図書館おすすめの一冊

三匹のおっさん 坂　浩

◆図書の貸し出しは、１人５冊、２週間です。
◆ 図書館になく、読みたい本・雑誌等がありまし
たら、リクエスト用紙にご記入ください。（カウ
ンターに置いています。）

　開館時間：午前９時～午後５時まで
　（休館日は、まちのカレンダーをご覧ください。）
◎ その他、図書館では生活関連や趣味等に関する
雑誌等も多数取り揃えておりますので、お気軽
にご来館ください。

　上関町図書館　☎６２－１５１５

題　　　　　　　　名 著者・出版社
生きるために大切なこと A．アドラー
「一緒に働きたい」と思われる心くばりの魔法 櫻井　恵里子
おまつり万歳！ たかぎ　なおこ
初めてでも失敗しないみのたけ製菓のアイスボックスクッキー完全レシピ みのたけ製菓
娘に伝えたいおせち料理と季節のごちそう 本田　明子
365日のめざましスープ 有賀　薫
子どもを本好きにする 10の秘訣 高濱　正伸
その靴、痛くないですか？ 西村　泰紀
Come　home ！ (vol.46) 主婦と生活社
10ねこ 岩合　光昭
木もれ日を縫う 谷　瑞恵
恋のゴンドラ 東野　圭吾
天子蒙塵（第 1巻） 浅田　次郎
ウンメイト 百舌　涼一
老乱 久坂部　羊
私の消滅 中村　文則
蒼い炎 羽生　結弦
叱られる力 阿川　佐和子
いのちのはな のぶみ
単位がわかる　メートルのえほん ほるぷ出版
トリックアートゆうえんち 北岡　明佳
トトトのトナカイさん 長谷川　義史
モモンガのはいたつやさんとクリスマスのおとしもの ふくざわ　ゆみこ
こどもノーベル賞新聞 若林　文高
おやすみ、ロジャー カール＝ヨハン・エリーン

　還暦を迎えたかつての悪ガ
キ三人組が、私設自警団を結
成し町内の安全を守るために
立ち上がり、ゆすり、たかり
に悪徳詐欺、卑劣な痴漢に動
物虐待を時には力技で、時に
は情報戦で解決していきます。
　情に厚く、男気溢れるおっ

さんたちまで悪者退治ができたような、スカッと
感が楽しめる小説です。
　還暦を迎えたおっさんの印象がガラっと変わる
こと間違いなしです

●陸上教室を開催
　１２月４日 (日 )、小中学生を対象とした「陸上教室」が開
催されました。
　愛・ランドかみのせき走ろう大会が雨で中止となったため、
競技終了後に予定していた陸上教室は、会場を町民体育館に
変更して行われました。
　今回も中国電力陸上部から３名をお迎えし、クイズを交え
てのランニングやリレーなど、選手とふれあいながらの楽し
い教室になりました。
　リレーでは、子供たちと選手との白熱した勝負に、大きな
声援と拍手が送られていました。

　また、選手への質問コーナーでは、「ど
んなことを考えながら走っているんです
か？」「走るときの姿勢は？」など、積
極的に手を挙げて質問していました。
　教室終了後、学校に戻った上関小の児
童たちは、ランチルームで選手と一緒に
楽しく談笑しながら、手作りの豚汁を食
べました。

▲豚汁、おいしいね♪ ▲ (左から )池淵選手、本多
　マネージャー、中原選手
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▲観客も一緒に踊り出す「恋ダンス」

●平成２８年度体育優秀選手を表彰
　平成２８年度の体育優秀選手に次の皆さんが選
ばれ、賞状と記念品が授与されました。おめでと
うございます。

　秋にできなかった「ハロウィン」と併せて、クリスマス会を
行いました。今回も、ロールケーキにデコレーション＆トッピ
ングで、オリジナルケーキが完成！みんなで美味しく、『いた
だきまーす♪』
　お腹がいっぱいになった後は、各学年ごとにダンスを披露。
話題のピコ太郎や恋ダンスなど、今日のためにみんなで一生懸
命練習しました。
　また、毎年恒例の「お化け屋敷」では、年々怖さがレベルアッ
プ。無事ゴールした時、大号泣しながらも、手にはしっかりと
景品交換用のメダルが握られていましたよ。
　今年も、思い出に残る楽しいハロウィン＆クリスマス会にな
りました。

平成２８年度　第３回

上関町人権学習講座のご案内

■日　時　２月１７日（金）
　　　　　１４：００～１５：３０
■場　所　総合文化センター１階
　　　　　研修室
■講　話　「多様な性と人権」
■講　師
　宇部フロンティア大学非常勤講師
　　　　　　　　佐伯　里英子　様
　本年度最後の人権学習講座となり
ます。
　皆様お誘い合わせのうえ、ご聴講
ください。

氏　名 学校名・学年 種　目
鈴木　義弘 光高１年 セーリング
花田　　馨 上関小６年 セーリング
藤本　麗亜 上関中１年 空手
柏原　翔太 上関中３年 フェンシング
柏原　美歩 熊毛南高２年 フェンシング
北谷ダイアン 熊毛南高３年 フェンシング
窪田　武瑠 熊毛南高１年 空手
窪田　陽瑠 上関中１年 空手
吉田　智哉 柳井高２年 弓道
河本　剛虎 柳井高２年 軟式野球
田中　壱生 柳井商工３年 軟式野球
酒井萌々香 柳井商工３年 少林寺拳法
福永　七海 柳井商工３年 少林寺拳法

●放課後子ども教室　冬のイベント
　★ハロウィン＆クリスマス会（12月 19日）

★クロスカルチャーとコラボで料理教室！（12月 26日）
　学校が冬休みに入り、総合文化センターで、放課後子ども教室とクロスカ
ルチャー教室コラボによる料理教室を開催しました。
　今日のメニューは、「トルティーヤ」、「鶏と豆とアーモンドのスープ」、「リ
ンゴとサツマイモのクリームベイク」の３種類。トルティーヤは、丸い薄焼
きパンに具を包んで食べるメキシコやアメリカの料理で、クロスカルチャー
教室のパトリック先生に作り方を教えていただきました。また、スープやデ
ザートは、おなじみの髙松満子さんにご指導いただきました。
　子供たちは、材料を切ったり炒めたりと、それぞれ
が分担して手際よく調理していきます。縦割り班のた
め上級生が下級生に優しく教える光景も見られました。
　調理が終わると、パトリック先生からトルティーヤ
の食べ方を教わり、チキンやソーセージ、チーズなど、
思い思いの具を包み、美味しそうに頬張っていました。
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健康コーナー
保健福祉課　　
　健康増進係
☎６５－５１１３

40 歳を過ぎたら…受けよう！大腸がん検診40 歳を過ぎたら…受けよう！大腸がん検診
　今年度の集団がん検診は、大腸がん検診を残すのみとなりました。（胃
がん・子宮がん・乳がん検診は２月２８日まで委託医療機関で実施してい
ます。）
　平成２７年１０月に作成された「やまぐち健康マップ」によると、上関
はがんで亡くなる方が多く、女性よりも男性の方が多く亡くなっています。
また、部位別で見ると、男女ともここ数年は、以前多かった胃がんは減少
しましたが、肺がん、大腸がんで亡くなる方が多くなってきています。
　しかし、がん検診の受診率は年々下がってきています。症状のない元気な時にこそ、検診を利用し、
異変がないことを確認するとともに、もし、異変があっても早期発見で治療につなぐことが大切です。

40 歳を過ぎたら…受けよう！大腸がん検診

検査容器

日　　　時 会　　　場

1月23日(月)
13：30～ 14：30 上　関 保健センター
15：00～ 16：00 室　津 総合文化センター

1月30日(月)

  9：00～  9：15 蒲　井 老人憩いの家
 9：30～ 10：00 四　代 ひなの里よりあい館
11：00～ 11：30 祝　島 祝島公民館
14：00～ 14：30 白井田 文化福祉センター
15：00～ 15：30 戸　津 戸津つどい館

大腸がんは進行するまでほとんど
自覚症状がありません

早くみつけて　
早く治すことが大切です。

　「血便が出たら」とか「便秘と下痢を繰
り返す」など、異常を感じたら受診しよ
うと思われる方も多いと思いますが、症
状があると、すでに進行していることが
多くあります。
　大丈夫と思っていても、健康だからこ
ぞ、ぜひ1年に1度は検診を受けて下さい。

　大腸がんは、早期発見・早期治療で
90％以上は治りますし、早期に発見でき
れば、内視鏡で比較的楽に
切除できるものも多く、治
療に伴う身体への負担も少
なくてすみます。

大腸がん検診ってこんな検査

自宅で簡単にできる「便の潜血反応検査」です

右記の日程でお渡しする検査容器
で、便を 2日間採取し、後日、保健
センターや最寄りの支所、診療所等
に提出していただきます。この検査
で異常が見つかったら、医療機関で
内視鏡などの検査を受けていただく
ことになります。

　大腸がんやポリープがあると、便が腸内を通る時に便と病変部がこすれて血液が付着します。眼
には見えないわずかな出血を検知することが可能ですが、病変部から常に出血するとは限らず、
100％ではありません。それだけに、40歳を過ぎたら毎年受けることが必要です。

“大腸がんセルフチェック”～当てはまるものがあれば、大腸がん検診を受けましょう～
　□　40歳以上である　　　　　　　　□　野菜・果物をあまり食べない
　□　お酒をよく飲む　　　　　　　　 □　便秘や下痢などお腹のトラブルがよくある
　□　たばこをよく吸う　　　　　　　 □　定期的に、大腸がん検診を受けていない
　□　肉類をよく食べる　　　　　　　  □　家族や血縁者に大腸がんに罹った人がいる

　上関町に住民票のある 40歳以上の方であれば、受けていただくことができます。（ただし、現在、
大腸の病気で治療中の方や、経過観察中の方は受けることができません。受療中の医療機関にご相
談ください。）
　また、すでに症状がある方は、検診を待たずに、医療機関を受診して下さい。
　先に申込をされている方・クーポン対象の方（昨年度に 40歳を迎えられた方）には、1月中旬ま
でに、受診票を送付します。

　　がん検診に関するお問い合わせは・・　健康増進係　　☎　６５－５１１３

大腸がん検診　《検査容器の受け渡し日程》

※　八島は診療所で対応
★　検診料：500円（70歳以上の方は無料）
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～朝食おすすめレシピ～

＊火が通りやすいように材
　料は薄く、小さく切る。
＊野菜をできるだけたっぷり入れる。

材料（2人分）

玉ねぎ…………1/4 個
にんじん………1/8 本 
豆腐……………1/4 丁
ブロッコリー…25g

　栄養価（1人分）… 　エネルギー　138kcal　　たんぱく質　9.2g
　　    

　 　　　　　　　　　　　　脂質　　   8.5g　 塩分相当量　 1.4g

上関中学校　河本　玲李さん
入選

レシピコンテストの入賞作品をご紹介します。

「野菜たっぷりスープ」

【作り方】（調理時間 15分）

　① 材料は食べやすい大きさに切る。
　② 玉ねぎ、人参、ベーコンを水に入れ、強火で沸騰させる。
　③ 沸騰したら、豆腐、ブロッコリー、えのき、しめじ、コンソメを加える。
　④ 卵を溶き、鍋に入れる。     
　⑤ こしょうで味を調節し、ねぎを入れる。

レシピのポイント

卵……………1個
小ねぎ………1本
ベーコン……1枚
こしょう……少々

コンソメ……1個
えのき……1/8 袋
しめじ……1/4 袋
水…………300cc

●上関町定住促進利子補給制度●上関町定住促進利子補給制度
　この制度は、町内で住宅を取得し、そこへ住んでいる方へ借入金の利子補給をするものです。
　我が町での定住を願って、昭和６３年から「上関町定住促進基金」の運用を行っています。
　申込み対象となるのは、平成２８年１月1日から同年１２月３１日までの間に町内で住宅を
取得し、その取得に必要な資金を銀行、住宅金融公庫あるいは住宅メーカーなどから借り入れた
方で、以下の条件を満たす方となっています。

◆利子補給の条件
　　・町内に住民票がある方
　　・町税及び健康保険税の滞納がない方
　　・住宅取得後、同居する家族がいる方
　　・町内に自分の所有する家屋がない方
◆利子補給の金額
　　・毎月返済している利子額の１／２の範囲内で、
　　　最高５千円を３６ヶ月補給します。
　　・利子補給は、１年分まとめて３月に精算します。

◆申込期限　平成２９年２月１０日（金）
◆申込み・問い合わせ先
　総合企画課企画調整係
　☎６２－０３１６

平成２８年度火災予防作品入賞者
（柳井地区広域消防組合主催）

■ポスターの部　銅賞　安田　舞衣さん（上関小３年）
■習字の部　　　銀賞　吉田　悠華さん（上関中２年）
　　　　　　　　 〃　 吉田　彩華さん（上関中３年）
　　　　　　　　銅賞　兼本　　澪さん（上関小４年）
　　　　 　　　　〃　 酒井日菜乃さん（上関小６年）
■絵画の部　　　銀賞　山戸　夏海さん（上関相互保育園）
　　　　　　　　 〃   宗正　迦逢さん（踊堂保育園）
　　　　　　　　銅賞　河本　真瑞さん（踊堂保育園）
■標語の部（６５歳以上） 
　　　　　　　　金賞　佐伯　壽枝さん（白井田）
　　　　　　　　　「警報器　つけて安心　守り神」

人権擁護委員のご紹介人権擁護委員のご紹介
　上関町では、現在 2名の人権擁護委
員が法務大臣から委嘱され、人権相談
等の活動を行ってい
ます。
　この度、任期満了
に伴い、玉木光宏氏
が退任されることに
なり、佐原正文氏（室
津）が新たに人権擁
護委員に委嘱されま
した。
　新委員の任期は、
平成２９年１月１日から 3年間です。

2017.1　広報かみのせき13



●保育所園児募集●保育所園児募集
　保育所とは、保護者の就労・疾病などの理由により家庭内で保育できない児童を保護
者に代わって保育する施設です。
　４月から新たに入所を希望される方は、下記書類の提出をお願いします。

◆提出書類
◎ 支給認定書兼入所申込書（保健福祉課子育て支援係に用意してあります。）
◎ 家庭で保育できない証明（就労証明・診断書等）
◎ 平成２８年１月１日現在、町外に居住していた方は、その住所地の平成２８
    年度市町村民税の所得課税証明書

◆保育料
　　保育料は、保護者（父母）の市町村民税課税状況と、入所児童の年齢に応じ決定されます。
　　４月～８月までは平成２８年度の市町村民税課税状況、９月～３月は平成２９度の市町村
　民税課税状況により決定します。
　　ただし、祖父母等同居親族がいる場合（住民票上の世帯が別であっても、住民票の住所が
　同一住所である場合）は、祖父母等同居親族を算定に含める場合があります。
　　同一世帯から２人の児童が同時に入所している場合、同時入所中の２人目の保育料が半額
　になります。
　　３人以上が同時入所の場合は、２人目の保育料半額に加え、３人目以降の保育料が無料にな
　ります。
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源
泉
徴
収
票
は
、
添
付
書
類
と
し
て
必
要
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
年
金

　

等
か
ら
特
別
徴
収
さ
れ
て
い
な
い
介
護
保
険
料
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、
確

　

定
申
告
で
所
得
税
の
過
不
足
分
を
精
算
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
（
０
５
７
０
‐
０
５
‐
１
１
６
５
）」
を
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

固
定
電
話
の
場
合
、
市
内
通
話
料
金
の
み
で
利
用
で
き
ま
す
。

公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
が
交
付
さ
れ
ま
す

公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
が
交
付
さ
れ
ま
す

ね
ん
き
ん

ね
ん
き
ん

ね
ん
き
ん

◆募集保育所及び定員
◎踊堂保育園　　　３０名
◎上関相互保育園　３０名

◆受付期間１月１６日（月）～３月１０日（金）

■問い合わせ先　保健福祉課子育て支援係　☎６２－０１８４
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●臨時福祉給付金（経済対策分）を支給します●臨時福祉給付金（経済対策分）を支給します
　消費税率の引上げに際し、所得の低い方々への負担の影響に鑑み、暫定的・臨時的な措置と
して「臨時福祉給付金（経済対策分）」を支給します。

◆支給対象者　　平成２８年度臨時福祉給付金の支給対象者となった方
　※平成２８年度臨時福祉給付金の支給要件は以下のとおり
　　（1）平成２８年度分の住民税が課税されていない方
　　　　ただし、課税されている方の扶養親族や生活保護の受給者は対象となりません。
　　（2）平成２８年１月１日時点で住民票のある方
◆支 給 額　　１人につき　１５，０００円
◆申請期間　　１月２３日（月）～４月２４日（月）
◆申請方法　　給付金の対象となる可能性のある方には、「臨時福祉給付金（経済対策分）申
　　　　　　　請書（請求書）」　を１月中旬にお送りします。

■問い合わせ先　保健福祉課「臨時福祉給付金窓口」　☎６２－０１８４

●特別弔慰金の請求手続きはお済みですか？●特別弔慰金の請求手続きはお済みですか？
　戦没者等の死亡当時のご遺族で、平成２７年４月１日時点で、公務扶助料や遺族年金等を受け
る方がいない場合に、第十回特別弔慰金として額面２５万円、５年償還の国庫債券が支給されます。
　なお、平成３０年４月２日を過ぎると請求することができなくなりますので、対象となる方は
お早目の請求手続きをお願いします。
　■対象者　① 平成２７年４月１日までに戦傷病者戦没者援護法による弔慰金の受給権を取得    
　        　　　　した方
　　　　　　② 戦没者等の子
　　　　　　③ 戦没者等の（1）父母（2）孫（3）祖父母（4）兄弟姉妹
　　　　　　　　※支給要件があり，ご遺族の状況（婚姻・養子縁組等）により順位が入れ替わ
　　　　　　　　　ります。
　　　　　　④ 上記１から３以外の戦没者等の三親等内の親族（甥、姪等）
　　　　　　　　※戦没者等の死亡時まで引き続き1年以上の生計関係を有していた方に限り
　　　　　　　　　ます。
　■支給内容　　額面２５万円、５年償還の記名国債
　■請求期間　　平成３０年４月２日まで

■請求・問い合わせ先
　保健福祉課社会福祉係☎６２-０１８４

●島スクエアフォーラム２０１７～海がひらく～●島スクエアフォーラム２０１７～海がひらく～
《日　時》　２月１２日（日）１０：００～１６：３０
《内　容》
　◆修了生事業プランパネル展示・試作品紹介等
　◆事業報告、修了生事業プラン発表
　◆基調講演「瀬戸内をひらく」前テンプル大学日本学校長　カーク・パターソン氏
　◆特別企画　パネルディスカッション
　　『海洋観光時代の幕開け～瀬戸内の地域資源と新たなビジネスモデルの創出～』
      パネリスト：小倉理史氏（ＵＮＯＩＣＨＩ実行委員長）・佐々木露子氏（株式会社ササキコー
　　　　　　　　ポレーション常務取締役）・福嶋弘昭氏（般若寺第九十世住職）・山田泰司氏（日
　　　　　　　　本海洋観光推進機構理事）
　　コーディネーター：藤本雅史氏（ＮＰＯ法人島スクエアプラス副理事長）
　　　その他、「ふれあいマルシェ」（修了生企画・運営・実験販売）も実施します
《会　場》　大島文化センター（周防大島町小松１３８－１）
《問い合わせ先》　大島商船高専 社会連携係 ☎０８２０-７４-５５２４

参加費無料！
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道の駅「上関海峡」が２周年を迎えました！
　開駅２周年を迎えた道の駅「上関海峡」ですが、１２月３日 (土 )・
４日 ( 日 ) の２日間、２周年記念イベントを開催し、朝早くから多
くの来客で賑わいました。
　高津駅長が記念のくす玉を割り、「これからも道の駅上関海峡をよ
ろしくお願い致します。」と挨拶。来場者には、紅白餅が配られました。

　直売所では、新鮮な野菜や魚、加工品などが
所狭しと並び、人気の詰め放題では、サヨリや
いりこなどを袋いっぱいに詰め込んで、皆さん
笑顔でレジへと並んでいました。また、レスト
ランでは、今回のイベントから登場した新メ
ニューねらいのお客さんで賑わっていました。

　この他、店外では、県漁協室津支店による朝市をはじめ、志田菜の花グループによる「ジャン
ケン大会」や、県漁協上関支店女性部による「ふく鍋」、サザエなどの浜焼き、山城太鼓、平生町
民サムのステージ、ダンスパフォーマンスなどが行われました。日曜日は雨でイベントの中止や
時間変更等もありましたが、買い物以外でも楽しんでいただけたようです。
　また、隣の総合文化センターでは、２日間「蚤の市」も開催されました。骨董品や古道具、雑誌、
遊休品などが並び、掘り出し物を安く手に入れようと、値段交渉するお客さんの姿も見られました。

▲くす玉を割る高津駅長 ▲破格の朝市では争奪戦が！

▲レストランも盛況です。

懐かしいものもたくさん並んだ
「蚤の市」

▲

詰
め
放
題
も
大
人
気
！

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
満
１
歳
を
迎

え
る
お
子
さ
ん
の
写
真
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

町
外
に
お
ら
れ
る
お
孫
さ
ん
の
写
真

も
大
歓
迎
で
す
。
掲
載
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
総
合
企
画
課
広
報
統
計
係
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
☎
６
２
ー
０
３
１
６
）

　上関海峡温泉「鳩子の湯」では、お正月の
３が日、来館者に福袋を無料配布しました。
　袋の中には、おみくじやハンディマッサー
ジャーなどが当たる抽選券も入っており、思
わぬお年玉に、皆さん大喜びでしたよ。
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こ
ん
に
ち
は
！
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
杉
渕
凪
で
す
。

　

赴
任
し
て
か
れ
こ
れ
５
ヶ
月
が
経
ち
、
や
っ
と
八
島

で
の
暮
ら
し
に
も
慣
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

10
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
、
少
し
ず
つ
で
す
が
草
刈

り
も
行
っ
て
お
り
、
随
分
と
き
れ
い
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
10
月
に
は
、
秋
の
豊
譲
祭
で
宮
司
さ
ん
に
お
祓
い

を
し
て
頂
く
た
め
に
、
地
区
の
人
た
ち
と
一
緒
に
、
古

浦
に
あ
る
八
島
神
社
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

　

11
月
７
日
に
は
、
地
区
で
花
植
え
の
作
業
が
あ
り
、
土
を
掘
り
起
こ
し
て
ツ
タ
や

草
を
取
り
除
い
た
後
、
肥
料
を
蒔
い
て
、
パ
ン
ジ
ー
や
キ
ン
ギ
ョ
ソ
ウ
な
ど
の
苗
や

種
、
水
仙
や
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
球
根
な
ど
を
植
え
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
中
旬
に

は
桜
の
苗
木
８
本
を
、
地
区
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
植
え
ま
し
た
。
４
本
を
八
島
地
区

の
上
の
方
に
あ
る
道
路
沿
い
に
、
残
り
の
４
本
は
休
耕
地
に
植
え
ま
し
た
。
こ
の
桜

の
木
が
将
来
的
に
八
島
の
観
光
に
役
立
ち
、
島
を
訪
れ
る
人
た
ち
に
桜
の
花
を
観
て

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
と
願
っ
て
い
ま
す
。
制
作
中
だ
っ
た
浄
慶
寺

へ
の
案
内
板
も
よ
う
や
く
完
成
、
設
置
も
終
え
ま
し
た
。
島
の
観
光
ル
ー
ト
作
成
に

向
け
て
、
一
歩
前
進
で
す
。

　

12
月
に
入
っ
て
か
ら
も
、
引
き
続
き
各
家
庭
の
見
回
り
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
悪
天
候
時
に
は
道
が
滑
り
や
す
く
危
険
な
の
で
、
見
回
り
の
際
に
島
の
高
い

所
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
の
ゴ
ミ
を
集
積
所
ま
で
運
び
、
２
週
間
に
一
度
、
集
め
た

ゴ
ミ
を
室
津
港
へ
運
搬
す
る
手
伝
い
も
し
て
い
ま
す
。

　

他
に
も
、
島
の
若
い
漁
師
さ
ん
が
ア
ワ
ビ
の
養
殖
試

験
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
手
伝
い
と
し
て
２
〜
３
日
に

一
度
ア
ワ
ビ
の
様
子
を
見
た
り
、
週
に
一
度
餌
付
け
を

し
た
り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
最
近
は
忙
し
く
、
以
前

か
ら
行
っ
て
い
た
海
岸
清
掃
を
す
る
暇
が
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
海
岸
に
は
大
量
の
ゴ
ミ
が
流
れ
着
い
て
い
る

よ
う
な
の
で
、
再
開
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

八
島
奮
闘
記 

②

地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
　
　
　

杉
渕　

凪

杉
ち
ḉ
ん
の

　毎年恒例のすくすくセミナーで開催するクリス
マス会に、親子や妊婦さん計 8組の参加がありま
した！！
　今回は、子どもも大好きなミートローフやクリ

スマスツリーサラダ・みかんゼリーなど、お家でも簡単に作れるクリスマ
スランチを作りました♡
　ママ同士、楽しくおしゃべりをしたり、ランチを食べたりと、楽しんで
いただけたのではないでしょうか？

みなさん、熱心に作って
おられましたよ♡

美味しそうに
できました！！
パーテｲ―の始まり～♡

次回は、『ママセミナー』です。
●開催日時：2月 14 日（火）
●内　　容：ママのためのリフレッシュ講座
　　　　チーズ＆チョコフォンデュパーティ―

癒されに来てくださいね！！

～クリスマス会～～クリスマス会～

すくすくセミナーすくすくセミナー
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　人権週間最終日の１２月１０日 (土 )、総合文化センターで「人権のつ
どい in かみのせき」が開催されました。これは、山口地方法務局周南支
局管内の３市３町で順に開催されるもので、今回は当町が引き受けで行
われました。
　はじめに、アトラクションとして上関小児童による水軍太鼓が披露。
続いて、人権イメージキャラクターの人 (じん )KENまもるくんと人 (じ
ん )KENあゆみちゃんが登場し、会場を和ませてくれました。

開会行事では、柏原町長及び原澤法務局周南支局長が主催者を代表して挨拶。次に今年度の全国中学生
人権作文コンテスト周南地区大会で入賞した、管内３町（田布施、平生、上関）の中学生５名が表彰さ
れました。また、受賞者を代表して、上関中学校２年の柏原彩乃さんが「差別していた私」と題した人
権作文を発表しました。
　記念講演では、「孤立と虐待のない街づ
くり～イライラ家族がニコニコ家族にな
るために～」と題し、作家でジャーナリ
ストの石川結貴さんにご講話いただきま
した。石川さんは、複雑化する家族の現
状や子どもへの虐待、学校と保護者の『つ
ながり』の必要性など、取材を通じてご
自分が向き合ってきた様々な実例を交え
ながら、お話しいただきました。
　このほか、会場ではパネル展示や人権
相談、人権のしおり作り、川口健治絵画
展なども行われました。

人権のつどい inかみのせきを開催

　１２月７日 ( 水 )、ほのぼの活性化センターで、戸津地区と福浦地区のお元気喫茶＆レクトレ交流会
を開催しました。今回は、スナッグゴルフ、シャトル入れゲーム、脳トレで対戦です。脳トレでは、ホ
ワイトボードに描いた絵が何かを当てる「お絵かきクイズ」や、あたまに「か」の付く４文字単語を多
く書き出すゲームをしました。「かまきり」や「かんづめ」など次々書き出す中、「かんおけ」とちょっ
とドキッとするような単語も飛び出し、笑いを
誘っていました。
　ゲームが終わると、みんなでお茶の時間です。
　１２月ということでケーキが用意され、みん
なでクリスマス気分を味わいました。
　今回は、地区別の対抗戦で行った結果、見事、
福浦地区が勝利。女性パワー全開で、今年最後
のレクトレを締めくくりました。

お元気喫茶＆
   レクトレ交流会で
     「メリークリスマス！」

▲さて、何の絵でしょう？ ▲気分はクリスマス！

『やったあ、大当たり！』
　１２月２３日 (金 )、道の駅上関海峡で年末のお楽しみ抽選会
が開催され、豪華賞品を当てようと多くの来客で賑わいました。
　抽選会場には長蛇の列が並び、出てきた玉の色に皆さん一喜一憂です。見事１等を獲得
したのは、町内の男性！歓声の中、笑顔で賞品の純米大吟醸を受け取っていました。
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表彰された方々（敬称略）

■
上
関
町
長
表
彰

　
　

平
松　

隆
昌
（
上　

関
）

　
　

中
村　

長
敏
（
戸　

津
）

　
　

清
水　

勇
介
（
室　

津
）

　
　

福
永　

照
義
（
四　

代
）

　
　

岩
﨑　

芳
伸
（
四　

代
）

　
　

新
谷　

利
明
（
白
井
田
）

　
　

峪
村　

辰
典
（
機
動
隊
）

　
　

今
田　

浩
輔
（
機
動
隊
）

■
山
口
県
知
事
表
彰

　

◎
功
労
章

　
　

村
上　
　

博
（
上　

関
）

　

◎
永
年
勤
続
功
労
章

　
　

田
中　
　

薫
（
白
井
田
）

　
　

皷　
　

武
治
（
戸　

津
）

■
消
防
庁
長
官
表
彰

　

◎
永
年
勤
続
功
労
章

　
　

清
水　

敏
保
（
祝　

島
）

　
　■
日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰

　

◎
精
績
章

　
　

辻　
　

正
義
（
白
井
田
）

　
■
山
口
県
消
防
協
会
記
念
日
表
彰

　

◎
功
労
章

　
　

福
永　

正
人
（
四　

代
）

■
山
口
県
消
防
協
会
長
表
彰

　

◎
10
年
勤
続
章

　
　

皷　
　

浩
一
（
戸　

津
）

　
　

濵
田　

武
敎
（
戸　

津
）

　
　

兼
本　

隆
二
（
室　

津
）

　
　

山
村　

康
行
（
四　

代
）

　
　

難
波　
　

進
（
白
井
田
）

　
　

平
岡　

輝
男
（
機
動
隊
）

　

◎
20
年
勤
続
章

　
　

吉
田　

健
治
（
室　

津
）

　

◎
30
年
勤
続
章

　
　

髙
橋　

睦
行
（
上　

関
）

　
　

米
田　

守
人
（
上　

関
）

　
　

梶
本　

一
義
（
上　

関
）

　
　

菊
村　

洋
之
（
上　

関
）

　
　

花
谷　

清
和
（
室　

津
）

　
　

小
田　

文
則
（
室　

津
）

　
　

森
川　

政
則
（
室　

津
）

　
　

淺
海　

和
紀
（
室　

津
）

　

◎
40
年
勤
続
章

　
　

河
本　

正
美
（
室　

津
）

　
　

清
水　

敏
保
（
祝　

島
）

　
　

岡
部　

和
男
（
祝　

島
）

　

◎
功
績
章

　
　

藤
井　

快
宏
（
上　

関
）

　

◎
退
職
感
謝
状

　
　

亀
山　

公
人
（
室　

津
）

　
　

外
村　

清
実
（
室　

津
）

　
　

新
庄　

和
幸
（
祝　

島
）

　
　

岩
本　

博
明
（
祝　

島
）

　
　

曽
田
健
太
郎
（
祝　

島
）

　
　

吉
本
幸
太
郎
（
祝　

島
）

　
　

石
井　

信
夫
（
祝　

島
）

　
　

山
戸　

貞
夫
（
祝　

島
）

　
　

小
川　

保
敏
（
祝　

島
）

　
　

鶴
田　

昌
規
（
機
動
隊
）

　１月４日 ( 水 )、総合文化センターで消防
出初式が挙行されました。お天気にも恵まれ、
各地区から団員約 160名が集結しました。
　初めに観閲行進と消防車のパレードが行わ
れ、式典では、永年にわたり地域の消防活動
に尽力された方々が表彰されました。式典後
は室津港湾で一斉放水が行われました。
　安全、安心できるまちづくりはもちろんの
こと、今年も、火災や災害のない、平和な一
年であって欲しいですね。

消防出初式消防出初式

▲

村
上
団
長
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インフォメーション
自
衛
官
募
集

◎
防
衛
大
学
校
（
一
般
後
期
）

▼
応
募
資
格　

18
歳
以
上
21
歳
未
満

　

の
者
（
日
本
国
籍
保
有
者
）

▼
受
付
期
間　

１
月
21
日
（
土
）

　

〜
１
月
27
日
（
金
）

▼
試
験
期
日

　
　
　

一
次
：
２
月
18
日
（
土
）

　
　
　

二
次
：
３
月
10
日
（
金
）

◎
自
衛
官
候
補
生

▼
応
募
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満

　

の
者
（
日
本
国
籍
保
有
者
）

▼
受
付
期
間　

１
月
16
日
（
月
）
ま

　

で（
年
間
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
）

▼
試
験
期
日　

１
月
22
日
（
日
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部

　

柳
井
地
域
事
務
所

　

☎
２
２

－

８
１
９
９

『
花
婚
パ
ー
テ
ィ
ー
』
参
加
者

大
募
集
！

　

や
ま
ぐ
ち
の
花
と
食
を
体
感
！

『
花
婚
パ
ー
テ
ィ
ー
』
で
盛
り
上
が

り
ま
し
ょ
う
。

▼
日  

時　

２
月
19
日
（
日
）

　

12
時
30
分
〜
16
時
40
分

　
（
受
付
12
時
〜
）

▼
場  

所　

柳
井
市
都
市
農
村
交
流

施
設
「
ふ
れ
あ
い
ど
こ
ろ
４
３
７
」

（
柳
井
市
日
積
４
１
５
０
番
地
１
）

▼
参
加
費　

男
性
６
，
０
０
０
円

女
性
３
，
０
０
０
円

▼
募
集
人
数　

男
女
各
15
名

２
月
は
『
相
続
登
記
は
お
済

み
で
す
か
月
間
』
で
す

　

相
続
登
記
と
は
、
相
続
し
た
不
動

産
の
登
記
上
の
名
義
を
変
更
す
る
こ

と
を
言
い
ま
す
。
名
義
を
変
更
し
て

い
な
い
と
、
売
却
や
、
担
保
と
し
て

融
資
を
受
け
る
際
に
、
手
続
き
が
順

調
に
進
み
ま
せ
ん
。
ま
た
、
長
期
間

の
放
置
に
よ
り
、
相
続
権
の
あ
る
人

が
増
え
て
権
利
関
係
が
複
雑
に
な

り
、
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
ま

す
。

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
電
話

相
談
会

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
・
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ
等

の
多
重
債
務
問
題
や
相
続
問
題
、
空

き
家
問
題
な
ど
で
お
困
り
の
方
に
、

手
続
き
の
説
明
や
、
最
寄
り
の
司
法

書
士
事
務
所
の
紹
介
な
ど
、
無
料
で

ご
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

▼
日　

時　

２
月
４
日
（
土
）

　

10
時
〜
16
時
（
午
前
中
は
電
話
が

　

混
み
合
う
た
め
、
繋
が
り
に
く
い

　

場
合
が
あ
り
ま
す
。）

▼
相
談
受
付
電
話
番
号

　

☎
０
１
２
０

－

０
０
３

－

８
２
１

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

山
口
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

　

相
談
会
担
当
（
片
山
）

　

☎
０
９
０

－

４
１
０
３

－

１
１
６
３

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
研
修

　
　
　

第
Ⅰ
期
受
講
者
募
集

　

職
場
復
帰
を
目
指
し
、
看
護
実
践

や
技
術
を
再
確
認
し
た
い
未
就
業
看

護
職
の
方
が
対
象
の
研
修
。
受
講
料

は
無
料
で
す
。

▼
募
集
期
間　

３
月
17
日
（
金
）
ま

　

で
▼
研
修
期
間　

平
成
29
年
４
月
か
ら

　

６
月
の
間
で
５
日
程
度

▼
研
修
会
場　

県
内
の
協
力
病
院

▼
内
容　

看
護
に
つ
い
て
講
義
・
演

福
祉
専
攻
科
生
徒
二
次
募
集

　

周
防
大
島
高
校
福
祉
専
攻
科
で

は
、
平
成
29
年
度
入
学
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
高
校
生
、社
会
人
の
方
、

介
護
福
祉
士
を
目
指
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

▼
応
募
資
格　

高
校
等
卒
業
又
は
卒

　

業
見
込
の
方
（
出
身
校
・
年
齢
に

　

制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
）

▼
二
次
募
集　

２
月
８
日
（
水
）

▼
出
願
期
間　

１
月
27
日
（
金
）

　

〜
２
月
２
日
（
木
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

周
防
大
島
高
校
久
賀
校
舎
入
試
係

　

☎
０
８
２
０

－
７
２

－

０
０
２
４

お
い
で
ま
せ
山
口
！

Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
説
明
会

in
大
阪

▼
主　

催　

山
口
県
・
山
口
県
若
者

　

就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
・
や
ま
ぐ
ち

　

暮
ら
し
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
日
時
及
び
会
場　

２
月
５
日（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
（
午
前
・

　

午
後
２
時
間
半
ず
つ
の
企
業
入
替

　

制
）

　

Ａ
Ｐ
大
阪
梅
田
茶
屋
町

　
（
〒
５
３
０

－

０
０
１
３　

大
阪

　

市
北
区
茶
屋
町
１

－

２
７　

Ａ
Ｂ

　

Ｃ

－

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
梅
田
ビ
ル
８
Ｆ
）

▼
面
談
対
象
者

・
山
口
県
内
へ
の
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
を

　

考
え
て
い
る
求
職
中
の
一
般
の
方

・
平
成
29
年
３
月
に
卒
業
予
定
の
学

　

生
（
大
学
、
短
大
、
専
修
学
校
等
）

・
平
成
30
年
３
月
以
降
に
卒
業
予
定

　

の
学
生
（
大
学
、
短
大
、
専
修
学

　

校
等
）

▼
実
施
方
法

・
参
加
企
業
の
人
事
採
用
担
当
者
と

　

Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者
と
の
個
別

　

ブ
ー
ス
で
の
面
談

・
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
・
定
住
相
談

　

コ
ー
ナ
ー

・
公
務
員
志
望
者
相
談
コ
ー
ナ
ー

・
イ
ン
タ
ー
シ
ッ
プ
相
談
コ
ー
ナ
ー

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
（
参
加
無
料
・
事
前
申
込
不
要
・

　

服
装
自
由
）

柳
井
地
域
合
同
就
職
面
接
会

の
開
催
に
つ
い
て　

　

参
加
企
業
の
採
用
担
当
者
と
個
別

ブ
ー
ス
で
面
談
し
ま
す
。

▼
日　

時　

２
月
８
日
（
水
）

　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

　
（
受
付
12
時
30
分
か
ら
）

▼
場　

所　

柳
井
ク
ル
ー
ズ
ホ
テ
ル

▼
対
象
者　

一
般
求
職
者
及
び
既
卒

　

者
（
申
込
不
要
・
無
料
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

習
・
見
学
実
習　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

山
口
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　
（
山
口
県
看
護
協
会
内
）

　

☎
０
８
３
５

－

２
４

－

５
７
９
１

▼
内  

容　

県
産
の
花
を
使
っ
た
フ

　

ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
体
験
・
県
産
食

　

材
を
活
か
し
た
バ
イ
キ
ン
グ

▼
申
込
み
締
切　

２
月
13
日
（
月
）

＊
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
申
込
締

　

切
後
に
抽
選
と
な
り
ま
す
が
、
締

　

前
で
あ
っ
て
も
、
募
集
を
打
ち
切

　

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
結
果
に
つ

　

い
て
は
、
抽
選
後
、
連
絡
し
ま
す
。

▼
主　

催　

ら
く
よ
り
ド
ッ
ト
コ
ム

　
（
や
ま
ぐ
ち
結
婚
応
援
団
）、
や
ま

　

ぐ
ち
の
農
林
水
産
物
需
要
拡
大
協

　

議
会
、
柳
井
・
大
島
地
域
「
地
産
・

　

地
消
」
推
進
会
議

▼
後　

援　

柳
井
地
区
広
域
行
政
連

　

絡
協
議
会

▼
申
込
方
法　

左
記
の
サ
イ
ト
に
ア

　

ク
セ
ス
し
、
専
用
予
約
フ
ォ
ー
ム

　

か
ら
申
込
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

http://rakuyori.com

　

※
電
話
で
の
受
付
な
し

　

柳
井
地
区
広
域
行
例
連
絡
協
議
会

　

☎
２
２

－

２
１
１
１

　
（
内
線
３
６
９
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

や
ま
ぐ
ち
暮
ら
し
総
合
支
援
セ
ン

　

タ
ー

　

☎
０
８
３

－

９
７
６

－

０
２
７
７
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つ
ぎ
の
方
か
ら
、
社
会
福
祉
事

業
に
対
し
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。  （
平
成
28
年
11
月
受
付
分
）

香
典
返
し

　

故　

中
本　

清
子
様　

上　

関

喪
主　

中
本　

雅
行
様

　

故　

中
嶋
多
美
子
様　

戸　

津

喪
主　

中
嶋　

伸
夫
様

　

故　

田
中
カ
イ
ト
様　

戸　

津

喪
主　

田
中　

龍
人
様

　

故　

髙
瀨　

美
則
様　

戸　

津

喪
主　

髙
瀨
サ
ヨ
子
様

　

故　

綿
村
ヨ
シ
子
様　

祝　

島

喪
主　

綿
村
康
一
郎
様

　

故　

秋
田　

須
市
様　

白
井
田

喪
主　

秋
田
あ
や
子
様

見
舞
い
返
し

　
　
　

金
永
キ
ク
エ
様　

白
井
田

篤
志
寄
附

　
　
　

森
田
千
代
子
様　

祝　

島

愛
ラ
ン
ド
フ
ェ
ア
寄
附
金
と
し
て

　
　
　

上
関
町
連
合
婦
人
会
様

　
　

平
成
28
年
11
月　

敬
称
略

　

死
亡
者
名                 

年
齢   

地
区
名

小　

川　

貞　

子　

101　

戸　

津

蛭　

子　

マ
サ
ヱ　

96 

室　

津

田　

中　

カ
イ
ト　

90 

戸　

津

中　

嶋　

多
美
子　

89 

戸　

津

中　

本　

清　

子　

95 

上　

関

綿　

村　

ヨ
シ
子　

93　

祝　

島

田　

中　

キ　

ミ　

90　

四　

代

髙　

瀨　

美　

則　

78　

戸　

津

　

こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
・

未
然
防
止
の
た
め
、
毎
年
２
月
を

『
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
月
間
』

と
し
、
県
下
各
司
法
書
士
事
務
所
に

お
い
て
無
料
相
談
会
を
実
施
し
ま
す

の
で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

山
口
県
司
法
書
士
会
事
務
局

　

☎
０
８
３

－

９
２
４

－

５
２
２
０

　

fax
０
８
３

－

９
２
１

－

０
４
７
５

建
設
工
事
等
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
の
受
付
に
つ
い
て

　

柳
井
地
域
広
域
水
道
企
業
団
で

は
、
平
成
29
・
30
年
度
に
発
注
す
る

建
設
工
事
等
の
入
札
参
加
資
格
審
査

の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

▼
申
請
者
の
資
格

　

建
設
業
者
、
測
量
業
者
、
土
木
関

　

係
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
建
築

　

関
係
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
地

　

質
調
査
業
者
、
補
償
関
係
コ
ン
サ

　

ル
タ
ン
ト
及
び
物
品
（
薬
品
）
の

　

製
造
・
販
売
業
者
等

▼
申
請
要
領
及
び
申
請
書
様
式

　

柳
井
地
域
広
域
水
道
企
業
団
事
務

　

所
で
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、
企
業

　

団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

　

ー
ド
で
き
ま
す
。

　
（http://ww51.tiki.ne.jp/̃yanai-kousui/

）

▼
受
付
期
間　

２
月
13
日
（
月
）
〜

　

３
月
13
日
（
月
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

柳
井
地
域
広
域
水
道
企
業
団

　

〒
７
４
２

－

０
１
１
１

　

柳
井
市
日
積
１
３
８
５
４
番
地

　

☎
２
８

－

５
３
３
３

山
口
県
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

県
民
講
座
を
開
催
し
ま
す

　

Ｃ
型
肝
炎
の
内
服
治
療
薬
の
開
発

に
よ
り
、
肝
硬
変
や
肝
が
ん
の
発
症

抑
制
が
期
待
さ
れ
る
中
、
飲
酒
を
し

な
い
の
に
肝
硬
変
に
な
り
、
肝
が
ん

が
発
生
す
る
率
が
徐
々
に
増
え
て
き

ま
し
た
。
肥
満
の
方
に
よ
く
み
ら
れ

る
「
脂
肪
肝
」
の
中
に
、
最
悪
死
に

至
る
「
ナ
ッ
シ
ュ
」
と
い
う
、
肝
硬

変
や
肝
が
ん
に
発
展
す
る
恐
ろ
し
い

病
気
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、特
効
薬
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

日
常
生
活
を
改
善
す
る
だ
け
で
十
分

予
防
が
で
き
る
病
気
で
す
。

　

今
回
の
講
演
は
、
こ
の
病
気
に
関

し
て
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
単
な
る

脂
肪
肝
で
も
油
断
せ
ず
、
肥
満
解
消

の
重
要
性
を
再
認
識
し
、
危
険
回
避

に
な
れ
ば
と
開
催
し
ま
し
た
。

　

ぜ
ひ
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

▼
日　

時　

２
月
18
日
（
土
）　

　

14
時
〜
15
時

※
13
時
か
ら
「
医
師
に
よ
る
健
康
相

　

談
コ
ー
ナ
ー
」「
薬
剤
師
に
よ
る

　

お
薬
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
」
を
開
設 

　
（
血
圧
測
定
、
体
脂
肪
測
定
あ
り
）

▼
会　

場　

山
口
市
民
会
館

▼
演　

題　
「
と
っ
て
も
こ
わ
い
脂

　

肪
肝
」
〜
あ
な
た
の
肝
臓
、
大
丈

　

夫
？
〜

▼
講　

師　

消
化
器
内
科
診
療
部
長

　

木
村　

輝
昭
氏

※
受
講
無
料
、
事
前
申
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

山
口
県
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

　

総
務
課

　

☎
０
８
３
５

－

２
２

－

４
４
１
１

　
（
代
表
）◆川口健治絵画展◆

　今回は、町が所蔵している先生の作品の
中から、風景画を中心に人物画、神楽絵な
ど、約 80 点のほか、町民の所有する絵画
も展示します。懐かしい風景や、ふるさと
を描いた水彩画、躍動感があふれる神楽絵
等をゆっくりとご鑑賞ください。

■日　時　1月 21日（土）～ 22日（日）
　　　　　９時～１６時
■場　所　上関町総合文化センター
■問い合わせ先
　　　教育委員会（総合文化センター）
　　　　　☎６２－１４６０
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柳井警察署だより

道路交通法の一部改正について道路交通法の一部改正について

柳井地域柳井地域
休日・夜間応急診療所休日・夜間応急診療所

診療所連絡先：☎２２ー９００１
（診療時間内）

県小児救急医療電話相談：
（受付時間：19時～翌朝8時まで）
　☎ 083－ 921－ 2755

◆とき・ところ

　1月 18日（水）　13時～ 16時

　福祉センター（上関）

◆相談委員氏名 

　山方　　純　氏　佐原　正文　氏

　髙松　満子　氏　大谷眞智子　氏

人 権
行 政
心 配 ご と

１月の 相談
　道路交通法が一部改正され、平成２９年３月１２日から施行さ
れます。

◆高齢者講習制度に関する規定の整備　
　◎７５歳以上の方
　・これまで運転免許証を更新する際、認知機能検査の後、２時
　間３０分の講習を受講していましたが、法改正後は、認知機能
　検査の結果によっては、２時間又は３時間の講習となります。
　・更新時以外でも、認知機能が低下したときに起こしやすい違
　反があった場合、臨時認知機能検査や臨時高齢者講習を受ける
　ことになります。
　・認知機能検査や臨時認知機能検査で、認知症のおそれがある
　と判定された方は、医師の診断を受けることになります。
　◎７５歳未満の方
　３時間から２時間の講習に変わります。

◆運転免許制度に関する規定の整備
　◎準中型免許（１８歳から受験可能）が新設され、準中型免許
　では車両総重量７．５トン未満（最大積載量４．５トン未満 ) の
　自動車を運転できることになります。
　◎法改正後に普通免許を取得された方が運転できる車両は、車
　両総重量３．５トン未満 (最大積載量２トン未満 )となります

　餅は、口や喉の温度によって餅の温度が下がるとくっつき
やすくなります。餅が喉に張り付くことを防ぐためには、口
の中でしっかり噛んで唾液とよく混ぜることが重要です。
　高齢になると、かむ力や飲み込む力が低下し、また、唾液
の分泌自体も少なくなるため、食べたものをスムーズに飲み
込みにくくなります。
　朝起きてすぐには、口の動きもスムーズではありません。
汁物などで喉を潤してから食べましょう。
　また、口の大きさに合わせた少なめの量を口に入れ、しっ
かり噛んだのち、口に入っている分が飲み込めてから、次の
餅や食べ物を口に入れましょう。よくかまないうちに、お茶
などで流し込んではいけません。

●山口県消費生活センター　　☎０８３-９２４-０９９９
●役場産業観光課商工観光係　☎６２－０３６０

　年末年始には、高齢者の餅による事故が多くなると聞きま
すが、どのようなことに気を付ければいいでしょうか。

　餅の特徴と、高齢になると起こりうる喉等の変化や、餅を食
べる際に気を付けていただきたいことを助言しました。

相談相談

処理処理

ワンポイント講座ワンポイント講座

餅による窒息事故に気を付けて！餅による窒息事故に気を付けて！
山口県消費生活センターからのお知らせ山口県消費生活センターからのお知らせ

区分 診療日 診療時間

休
日
昼
間

日曜日・祝日・
盆（８月 15日）
年末年始

（12月 30日
　～１月３日）

９時～ 12時
13時～ 17時
受付は

30分前まで

平
日
夜
間

月～金曜日
19時～ 22時
受付は

30分前まで

人　口
世帯数
出　生
死　亡
転　入
転　出
前月との比較

上　　関
蒲　　井
四　　代
白 井 田
戸　　津
室　　津
祝　　島
八　　島

934 
59 
104 
225 
229 
967 
401 
27 

2,946 合計

地区別人口

ひとのうごき

2,946 人
1,636 世帯

0 人
10 人
1 人
6 人

減 15 人

（平成 28年 12月末現在）
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1 水

2 木

3 金 スマイル☆ルーム 10：00～
（総合文化センター）

4 土
英会話教室 10：00 ～（総合文化センター）
ハングルを学ぼう会 13：30～
（総合文化センター）

5 日

6 月 図書館休館日

7 火

8 水

9 木 なかよし広場 9：30～（上関相互保育園）

10 金

11 土 図書館休館日

12 日

13 月 図書館休館日

14 火 ほのぼのＤＡＹ 10：00～
（ほのぼの活性化センター）

15 水 鳩子の湯休館日

　

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
あ
っ
と
い
う
間
の
お
正
月
、

皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
過
ご
さ
れ
ま
し

た
か
？

　

昔
は
今
の
よ
う
に
元
日
か
ら
開
い
て

い
る
お
店
は
な
く
、
家
で
家
族
み
ん
な

で
お
せ
ち
料
理
を
囲
ん
で
三
が
日
を
過

ご
し
た
も
の
で
し
た
。
こ
の
お
せ
ち
料

理
も
、
有
名
な
料
亭
か
ら
で
も
真
空

パ
ッ
ク
に
な
っ
て
お
取
り
寄
せ
で
き
る

時
代
に
。
自
宅
で
年
末
に
黒
豆
を
コ
ト

コ
ト
煮
る
…
と
い
う
光
景
も
、
こ
れ
か

ら
珍
し
く
な
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う

か
。

　

さ
て
今
年
は
酉
年
。「
酉
」
は
果
実
が

成
熟
の
極
限
達
し
た
こ
と
を
意
味
す
る

そ
う
で
す
。
今
ま
で
頑
張
っ
て
き
た
こ

と
が
実
と
な
る
予
感
？

　

今
年
も
一
年
、
広
報
か
み
の
せ
き
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

編
集
後
記

今月の

　新年明けましておめでとうございます。
　新しい年に、新しい誓いを立てるのは、自分自身に
気合を入れるためにも大切ですね。
　昨年の反省も数多くありますが、それを今年の成長に活か
していくこととして、くよくよせずに「夢と希望」を描き、
そして「笑顔」をもって鳩子の湯が皆様に愛されるように頑
張ります。
　皆様にとって今年が良い年でありますように、そして、鳩
子の湯がたくさんのお客様で賑わうことを祈願しました。

15 日

16 月 図書館休館日

17 火 ほのぼのＤＡＹ (育児・栄養相談）10：00～
（ほのぼの活性化センター）

18 水 鳩子の湯休館日

19 木

20 金 スマイル☆ルーム 10：00～
（総合文化センター）

21 土

川口健治絵画展 (～２２日）9：00～
( 総合文化センター）
描いてみよう上関絵画コンクール表彰式
14：00～（総合文化センター）
図書館休館日

22 日 川口健治絵画展 9：00～（総合文化センター）
上関神明祭

23 月 図書館休館日
大腸がん検診（上関・室津）

24 火

25 水

26 木 なかよし広場 10：00～
（ほのぼの活性化センター）

27 金 ハッピーシニアクラブ 10：00～
（白井田文化福祉センター）

28 土 ハングルを学ぼう会 13：30～
（総合文化センター）

29 日

30 月 図書館休館日
大腸がん検診（蒲井・四代・祝島・白井田・戸津）

31 火
町県民税第４期納期限
国民健康保険税第８期納期限
図書館休館日

まちのカレンダー《1月 15日～ 2月 15日》
1月 2月

ンター）

1月の休館日は1月の休館日は18日18日（水）でございます。（水）でございます。

市場開催
の表示

山口県漁協室津支店青年部朝市
８：２０～（道の駅「上関海峡」）

※予定表ですので日時の変更がある場合もあります。
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広報かみのせきは再生紙を使用しています。

　１月４日と９日の２日間、道の駅で、つきたてのお餅が入った
「ふく汁」が販売されました。
　４日は消防出初式があり、多くの団員が見守るなか、駅長と職
員が杵を振り下ろしてお餅をついていました。
　お客さんも、温かいふく汁に思わずニッコリ！

※このコーナーでは、皆さんが見つけた花のある上関の風景写真を募集しています。現像写真・画像データのどちら
でも構いません。あなたの力作を、ぜひお待ちしています！（問い合わせ先　総合企画課広報統計係　☎ 62－ 0316）

　

先
月
号
の
ク
イ
ズ
は
、
室
津
の
日
和
山
児
童
遊
園
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は

　

先
月
号
の
ク
イ
ズ
は
、
室
津
の
日
和
山
児
童
遊
園
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は

今
回
で
何
回
目
で
し
ょ
う
？
と
い
う
問
題
で
し
た

今
回
で
何
回
目
で
し
ょ
う
？
と
い
う
問
題
で
し
た

　

正
解
は
「

　

正
解
は
「
８
回
目

８
回
目
」。
今
回
も
観
光
協
会
役
員
や
有
志
の
皆
さ
ん
が
集
ま
り
、

」。
今
回
も
観
光
協
会
役
員
や
有
志
の
皆
さ
ん
が
集
ま
り
、

1212
月月
1010
日
（
土
）
に
飾
り
付
け
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
毎
年
あ
り
が
と
う

日
（
土
）
に
飾
り
付
け
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
毎
年
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
！

ご
ざ
い
ま
す
！

　

ク
リ
ス
マ
ス
は
終
わ
り
ま
し
た
が
、
年
が
明
け
て
も
ま
だ
ま
だ
イ
ル
ミ
ネ
ー

　

ク
リ
ス
マ
ス
は
終
わ
り
ま
し
た
が
、
年
が
明
け
て
も
ま
だ
ま
だ
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
で
い
た
い
と
思
う
の
は
、
私
だ
け
で
は
な
い
は
ず
？

シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
で
い
た
い
と
思
う
の
は
、
私
だ
け
で
は
な
い
は
ず
？

　

実
は
今
回
は
応
募
数
が
少
な
く
、
２
通
の
み
で
し
た
。
ま
た
、
う
ち
正
解
者

　

実
は
今
回
は
応
募
数
が
少
な
く
、
２
通
の
み
で
し
た
。
ま
た
、
う
ち
正
解
者

が
１
名
の
み
で
し
た
の
で
、
次
回
の
ク
イ
ズ
の
当
選
は
３
名
と
さ
せ
て
い
た
だ

が
１
名
の
み
で
し
た
の
で
、
次
回
の
ク
イ
ズ
の
当
選
は
３
名
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
皆
さ
ん
、
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

き
ま
す
。
皆
さ
ん
、
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！  

　

で
は
、
今
年
最
初
の
問
題
で
す
。

　

で
は
、
今
年
最
初
の
問
題
で
す
。

【
問　

題
】

【
問　

題
】

　

毎
年
１
月
に
行
わ
れ
る
上
関
神
明
祭
。
由
来
は
、
豊
臣
秀
吉
の
朝
鮮
侵
略
の

　

毎
年
１
月
に
行
わ
れ
る
上
関
神
明
祭
。
由
来
は
、
豊
臣
秀
吉
の
朝
鮮
侵
略
の

際
、
先
軍
と
し
て
朝
鮮
に
渡
っ
た
あ
る
人
物
が
、
戦
勝
祈
願
の
た
め
に
御
神
体

際
、
先
軍
と
し
て
朝
鮮
に
渡
っ
た
あ
る
人
物
が
、
戦
勝
祈
願
の
た
め
に
御
神
体

を
作
ら
せ
、軍
神
を
祀
っ
て
祈
願
し
た
の
が
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。で
は
、

を
作
ら
せ
、軍
神
を
祀
っ
て
祈
願
し
た
の
が
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。で
は
、

こ
の
「
あ
る
人
物
」
と
は
、
一
体
誰
の
こ
と
で
し
ょ
う
か
？

こ
の
「
あ
る
人
物
」
と
は
、
一
体
誰
の
こ
と
で
し
ょ
う
か
？

▼
応
募
要
項

▼
応
募
要
項

　　

  

ク
イ
ズ
の
答
え
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
を
ご
記
入
の
う
え
、

ク
イ
ズ
の
答
え
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
を
ご
記
入
の
う
え
、

ハ
ガ
キ
で
左
記
ま
で
郵
送
す
る
か
、
メ
ー
ル
に
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

ハ
ガ
キ
で
左
記
ま
で
郵
送
す
る
か
、
メ
ー
ル
に
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
送
付
先

▼
送
付
先

　

〒
７
４
２
‐
１
４
０
２　

上
関
町
大
字
長
島
５
０
３
番
地

　

〒
７
４
２
‐
１
４
０
２　

上
関
町
大
字
長
島
５
０
３
番
地

　

上
関
町
役
場　

総
合
企
画
課　

広
報
統
計
係

上
関
町
役
場　

総
合
企
画
課　

広
報
統
計
係

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　　

koho@
tow
n.kam

inoseki.lg.jp
koho@

tow
n.kam

inoseki.lg.jp

　
（
※
メ
ー
ル
に
は
必
ず
件
名
に
「
か
み
の
せ
き
ク
イ
ズ
」
と
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。）

▼
応
募
締
め
切
り

▼
応
募
締
め
切
り

　　

11
月月
3131
日
（
火
）
※
当
日
消
印
有
効

日
（
火
）
※
当
日
消
印
有
効

　

メ
ー
ル
は

　

メ
ー
ル
は
3131
日
の
午
後
５
時
ま
で
に
送
信
の
も
の

日
の
午
後
５
時
ま
で
に
送
信
の
も
の

▼▼  

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
33
名
の
方
に
、

名
の
方
に
、
道
の
駅
上
関
海
峡
の
商
品
券
２
千

道
の
駅
上
関
海
峡
の
商
品
券
２
千

円
分
円
分
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
当
選
者
は
次
号
の
広
報
に
掲
載
し
ま
す
。

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
当
選
者
は
次
号
の
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